
就職安定資金融資の悪用事例の概要

１．悪用事例の発生時期
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２．悪用事例の内容

①149件

（41%）

②216件

（59%）

①詐取による ②その他

全体：365件

①13件

（9%）

②133件

（89%）

③3件

（2%）

①反社会勢力の関与が明らかなもの

②①以外の組織的・集団的なもの

③個人の詐取目的によるもの
全体：149件

３．詐取の態様

別紙１



４ 不正の手口 

 事例１（平成２１年２月～７月に融資） 

暴力団の構成員とみられる者が、不動産媒介業者と共謀して貸付金を詐取。 

 事例２（平成２１年３月～６月に融資） 

不動産媒介業者と共謀し、架空の住宅などで入居住宅等に関する関係書類を偽造し、 

貸付金を詐取。 

 事例３（平成２１年４月～７月に融資） 

       自らを行政書士と偽り、架空の社宅住所や入居予定住宅を偽装し、失業者を募り、貸 

付金を詐取。 

 事例４（平成２１年５月～９月に融資） 

     暴力団の構成員とみられる指南役の下、離職事実や入居住宅を偽装し、ハローワーク 

から不正に証明書を取得し、貸付金を詐取。 

 事例５（平成２１年６月～１２月に融資） 

   事業所の社印を偽造し、「離職・住居喪失証明書」を偽造し、貸付金を詐取。 

    

５ 発覚の経路 

 

 

30件（8%）

76件（21%）

243件
（67%）

16件(4%)

ＨＷからの連絡

警察からの連絡

金庫で判断

その他・不明

全体：365件


